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8) 変形体の細胞質中には様々な構造の空胞様体がみられる。これを 6 種に大別して記載したう
9) 変形体の細胞質基質には径数十mμ の微細な粒子が無数に認められるのそれらは相互に連格され，全
体として網日構造をなしているものと思われる。乙の網目構造を模式化して図示したョ
10) 変形体の基質中に 1土， 散在した粗百小胞体が観察されるう ergastoplasm，コ、ソレツ一体などの構造法認
められないう











第 2 部では1) Nitella flexilis の正常状態における節間細胞， 2) Chara braunii の節間細胞に遠心力を
作用させて原形質を細胞の一端にあつめたもの，および 3) Chara braunii から得た遊離原形質滴とにつ
いて観察しにつその結果を要約すると次の通りであるの
1) 車軸藻類の細胞店主には間隔約 50mμ の層状構造の認められることが多いの
2) 車軸藻類の葉緑体の周囲には膜があり，内部には 14J，間隔ともに約 10mμ の)再状構造がみられるが，
ゲラナの存否は断定できないの葉緑体の内部には澱粉粒と思われる構造が認められるの
3) 車軸藻類の原形質中には明らかな核， ミトコンドリア， Dictyosome，脂肪約と忠われる構造物もみら
オ1 る。
4) この他木体の同定しがたい各種の構造物が車中Ih藻類の細胞質ヰ1 に現われるの 6 種の例をあげてこれら
を記載したり
5) 正常状態にある節間細胞の細胞質は位置的に二つに分けられる。一つは葉緑体の出タ.リしている屑の近






7) Chara の節間細胞から f一号た遊離原形質滴の表両には明らかな膜が認められるの稀に二主膜構造様にみ
られるが多くは微細な粒子の集合構造を示すの遊離原形質滴にみられる細胞質基質の構造は比較的単















寺田~J の論文は 2 からなり，第 1 部で、変形菌Physarum polycephalum の主として変形についての観察結
果を述べている。ここでは変形体の表面膜，核， ミトコンドリア，色素頼粒についての一般的所見につづ、
き，細胞質中にみられる様々な構造の空胞様体を 6 種に大別して記載した。細胞質基質中には径数十 mμ
の微細な粒子が無数に認められ，それらは相互に連絡して全体として網目構造を作っていると考えられる口
基質中には粗面小胞体が散見されるが， ergastoplasm，コ、、ルジ一体などの構造は認められなかったのスクレ
ロチウムの原形質は径 10~30μ の多数の塊に分割され，この中の核， ミトコンドリア，原形質基質の構造
を変形体と比較観察した口
第 2 部では 1) Nitella flexilis の正常状態下における節間細胞， 2) Chara braunii の遠心処理をうけた
節間細胞，および 3) Chara braunii の節間細胞から in vitro に遊離された原形質滴について観察を行な
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正常状態の Nitella 節間細胞については，細胞壁，葉緑体，核， ミトコンドリア， Dictyosome 等の微細
構造を記し，その他細胞質中に本体の同定し難い構造物を 6 種の例をあげて記載した。著者は節間細胞の










共通な要素は，径数卜mμの微小胞と，径 0.5~2/~ の小胞と，厚さ数十mμ の膜構造であるという見解に
達したう
以上寺田君の研究は変形菌と車軸藻類を材料として，最も問題の多い原形質基質の微細構造を観察の主
日標とし，乙れに細胞内器官および含有物の一般的観察を並列的に記したものである。その内容は形態の
記載を主とし，原形質の疏動と微細構造との関連は今後の課題として残されたが，約3.000枚の電子顕微鏡
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像から得られた知見を整理し系統づ、けた労作である。寺田君の研究は原形質構造に関する従来の知識によ
く適合する面と，同時にまた，解釈の困難な多数の電子顕微鏡像の提示によって問題をますます複雑化し
た面をもっている。しかしこれらはいずれも原形質構造の考察と理解に，多く貴重な資料を与えたもので
ある。
よってこの論文は理学博士の論文として十分の価値あるものと認める。
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